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記 者 本日はよろしくお願いします。 

中 村 よろしくお願いします。 

記 者 有限会社 トワダへの入社経緯を教えてください。 

中 村 元々電気屋のサラリーマンでした。先代の社長が住んでいたアパートの部屋が隣同士で玄関共同、ト

イレも共同で１つしかないので「おじちゃん、早く出て～」とトイレを奪い合うような小さいアパート

に住んでいました。その頃、先代も仕事を始めたばかりでアルバイトを手伝ってもらえないかと声を

かけられたのがきっかけです。 

記 者 そうなんですね。入社して何年目ですか？ 

中 村 ４３年です。 

記 者 すごいですね。お仕事の内容はどのようなものですか？ 

中 村 精密板金全般、溶接、ろう付け、パイプ加工です。 

記 者 このお仕事で大変なことはなんですか？ 

中 村 教科書がないというか数値がどうのこうのというのではなく、銅管のパイプ加工と銀ろう付けをする

のに治具が必要で、その仕事は感覚でしかできない。次の世代ではレーザーとかでできるようになる

のかもしれないが、今はやってきた感覚でしかろう付けの場合はできないということと、どうやった

ら上手く出来るのかということを考えて、丸っきりゼロからすべて自分で設定して私の場合はやって
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きました。今回、認定を受けたのは板金と銅管パイプ加工と銀ろう付けの仕事を一人で全部できると

いうことで認定されました。 

記 者 このお仕事で、やりがいはなんですか？  

中 村 見本とかがないので、自分で考えて試行錯誤してやってみて、それが図面通りに出来た時の達成感は

ありますね。 

記 者 マイスターを取ろうと思ったきっかけはなんですか？また、取られての感想をお聞かせください。 

中 村 社長の勧めです。年齢も重ねてきたので、「頑張ればマイスターの認定も受けられるんだよ」って若い

人たちの励みになればいいかなと思います。こういうことが出来るのは川崎でも 1 件か 2 件くらい

しかないことだと社長から聞いて、自分でもよくここまでやってきたなぁと思いますね。 

記 者 これからマイスターを取ろうと思ってる方たちへのアドバイスをお願いします。 

中 村 仕事の積み重ね、精進して、試行錯誤して、最初は人真似でいいんだけども段々ベースが出来てく

るうちに自分で「あーやったらいいんじゃないか、こうやったらいいんじゃないか」とできるかど

うか仕事に挑戦してみること。若い人たちには、やってみようかなって思う気持ちがあった方が

いいなぁって。仕事に対して前向きにいろんなことに挑戦していってもらいたいなと思います。 

記 者 これからの若者たちにがんばっていってもらいたいとおもいます。本日はお忙しい中お時間

を作っていただき、ありがとうございました。 

中 村 ありがとうございました。 

 

 

PLOFILE 

 

有限会社トワダ 

名前：中村 新一 

資格：電気工事士 

 高圧電気工事士 

 電気主任技術者 3 種 

趣味：音楽と読書 

 

 

記者：株式会社麻生塗工所 麻生 広美 

          

 



 

代表取締役： 高柳 昌睦(タカヤナギ マサノブ) 

年 齢： 38 歳 

出 身 地： 中原区下沼部 

趣 味： ゴルフ・おしゃべり・YOUTUBE 鑑賞 

 

経 歴： 新卒後、産業廃棄物の企業に就職。 

12 年間勤務し、色々な部署を渡り歩き、 

『現場・営業・事務』を経験。 

2016 年 5 月、焼結合金加工株式会社に就職 

2022 年 6 月、4 代目代表取締役就任 

 

会 社： 焼結合金加工株式会社 

資 本 金： 1000 万円 

従 業 員 数： 39 名(パート・アルバイト含む) 

事 業 内 容： 機械加工(NC 旋盤・MC) 

焼結合金材販売及び手配、試作開発 

 

 

 

 

 

Q1 会社の沿革について 

1966 年に母方の祖父が中原区中丸子にて創業を開始致しました。 

その後、1987 年に中原区宮内地区に移転し、更に 2005 年に今の住所に移転しました。 

初期は元々、光学関係の部品を製造していたことが始まりです。 

 

Q2 会社の主な加工品 

弊社は難切削材でもある『焼結材』という特殊な合金を専門に切削加工を行う会社です。 

また、量産品を得意としており、ミニマム 500 個/月～マックス 10 万個/月の生産能力を保

持している会社です。 

焼結材の特徴より、自動車の内燃部品に多く使われており、社内では 90%以上が自動車部

品の製造になっています。そのことから、弊社の最大の強みは自動車部品の量産加工で得

た、【徹底した品質管理・安定した納期管理・安心できる工程管理】の全てにおいて 90 点

以上の得点を維持できる企業です。 

焼結合金加工株式会 
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Q3 焼結合金とは？ 

「焼結部品」は複数の金属を微細な粉末の状態で圧縮成形し、(金属粒子の拡散結合な

らびに合金化)して焼き固める粉末冶金法で製造されます。焼結部品は、大量生産の部

品、また複雑形状の部品製造に適しており、高い寸法精度が得られること等、優れた特

徴を活かして自動車部品を中心に様々な用途に用いられています。  

Q4 組合への期待・要望について 

下野毛工業協同組合の皆様はとても仲が良く、ここぞという時には一致団結をして、と

ても大きなプロジェクトを成功されるイメージがあります。オープンファクトリーを初

め、『工業』のイメージをより良いものにする為に行っているイベントがあり、子供た

ちや地域住民と〈共生〉しているのもすごく良いなあと思います。今後も続けてほしい

ですし、私自身もお手伝い出来ればと思います。その他の要望と致しますと、『企業と

して収益に繋がる活動』がもっと増えてくると良いかもしれません。テクニカルショウ

ヨコハマの様な展示会参加も大切ではあると思いますが、どうしても個社の特徴から出

展出来ない企業などもいると思います。組合加盟企業全体で技術の紹介をしながら収益

に繋げていくことも面白いかもしれません。地域の雇用を守っていくことと、日本経済

を支えていく為の絶対条件は『企業存続』ですからね。 

Q5 今後の目標ついて 

新たな事業に挑戦しながら、時代に合った企業のイノベーションを行っていきたいです。

また、SDGs や BCP 等のトレンドも考えながら、企業としての社会的責任を果たしていき

たいです。その中で我々と関わって頂ける全ての方々に『焼結合金加工と付き合ってい

てよかった』と言って頂けるような企業に成長していきたいと思っています。 

弊社の特色でもある「女性スタッフが働きたい町工場」を目指して頑張ります！ 

 

                        記者 株式会社 KGM 久世 正幸 
 



 

 

名前：イマムさん(27 歳) 

出身国：バングラディッシュ(都市名 フェニ) 

ご家族：父、母、姉、本人の４人家族 

 

Q１ 日本に来ることになったきっかけは？ 

私が高校生の時、日本へ７年間行ったことがある近所の

知人に、日本についていろいろ話を聞いたことがきっか

けです。 

Q2 三和クリエーションに入社したきっかけは？ 

モノづくりに興味があり、indeed から申し込みました。 

Q３ 会社での仕事内容を教えてください 

センターレス加工と言って、高精度なピン・シャフトを

作っています。 

Q４ 日本の食べ物で何が好きですか？ 

お寿司や天ぷらが好きです。 

Q５ 休日は何をしていますか？ 

友達と出かけたり、買い物をしたり、家族と電話したりしています。 

特に十条や蒲田にはモスクもあるので、礼拝に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YOU は何しに SHIMONOGE へ？ 日本で活躍する外国人材
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Q６ 食材などの買い物はどこでしますか？ 

スーパークリシマ、ライフ、ハラルフードの宅配も利用しています。 

Q７ 日本のどういうところが好きですか？ 

安全で住みやすいところです。 

Q８ イマムさんの趣味はなんですか？ 

旅行です。 

 

〈社長からのメッセージ〉 

２年前に indeed から流暢な日本語で応募してきてくれました。彼の誠実で真面目な性格でめ

きめきと仕事をマスターしてくれています。本人もずっと日本で働きたいという気持ちを持っ

ているので、さらなる飛躍を期待しています。美味しいお寿司食べに行こう！ 

※イマムくんの紹介で同じバングラディシュ出身のノマンくんも頑張ってくれています。今、

母国に戻り結婚式を挙げていますが、新年には奥さんも日本に来て一緒に住む予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   箱根にて                 日光にて 

YOU は何しに SHIMONOGE へ？ 日本で活躍する外国人材



イタリアン『Liberta』

【住 所】 神奈川県川崎市中原区上新城2丁目7-5
【アクセス】 南武線武蔵新城駅 徒歩３分
【電 話】 080-6765-4417
【営業時間】

ランチ 12:00〜14:30(LO14:00)  ※月・金・土・日のみ
ディナー18:00〜24:00 (LO23:00) 

【定 休 日】 日曜日（月曜日が祝日の場合営業）
【紹 介 者】 上代工業株式会社 代表取締役 上代 健一

地元の美味しいお店を紹介して頂くこのコー
ナー。

今回は上代工業の上代社長お気に入りのお店
『Liberta』に行ってきました。

武蔵新城駅から歩いて3分、西友の横道を入って
いった所にひっそりとあるイタリアンのお店。
店内はとてもお洒落で、1階はカウンター席と、
2階には1組だけ利用できる隠れ家のような雰囲
気の4～5名のテーブル、仲間内で落ち着いて
ゆっくり話したい時などに利用できそうです。

お店の外観

～第４回～



まずはビールで乾杯！

薄いグラスで飲むビールは最高！！

オーナーシェフの小田切さんは穏やかで
とても話しやすい方でした

どれもおいしそうなメニュー

何にしようか悩んでしまったときはシェフに相談

どれも美味しい料理でした

ごちそうさまでした～
白子とカラスミのパスタ

短角牛ヒレのロースト

前菜の盛り合わせ



オーナーインタビュー 店舗オープンのきっかけは？

二人で約3年間キッチンカーを手伝い、その間に得た経験は今につながっていると思います。夏の
暑さ、冬の寒さと戦いながらの販売は想像以上に大変で、普通の飲食店に比べて労働が過酷で利
益が少ないという現実にも直面しました。現実と理想のギャップに直面しつつ、それを改善しよ
うと試行錯誤を重ねてきたのはいい経験でした。

その大変な時期を2人で一緒に乗り越えてやっていく中で元々30歳までに自分のお店を開きた
いという想い持っていたので「一緒にやれたらいいね」と誘ったのがきっかけで今お店をオープ
ンしてやっています。

２F席の様子

取材：有限会社トワダ

阿部 早苗



『HORIZON』アウトドアショップ
【住 所】 東神奈川県川崎市中原区上新城2丁目7−5
【アクセス】 南武線武蔵新城駅 徒歩5分
【営業時間】 10:00〜18:00
【定 休 日】 木～日営業日 月～水定休
【ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ】 https://horizon-camp.com/
【紹 介 者】 上代工業株式会社 代表取締役 上代 健一

HORIZONとは上代工業のオリジナルアウトドアブランドです。

2021年、新型コロナウイルスの影響が続く中、上代工業も経済的打撃を受け、売り上げが半
減しました。この困難な時期に、新たな方向性を模索し始めました。独自の製品を作り、職人の
ためにもメーカーとして成長したいという願いがあったため、社内の職人たちと新商品の開発を
模索する議論を重ねました。そんな中、社員の一人が「鉄板を使って焼肉、焼いたらすごく美味
しかった」という経験をシェアしてくれました。それがきっかけで当時ブームとなっていたソロ
キャンプやアウトドアライフの流行に乗じて、厚手の鉄板を商品化するアイディアが生まれまし
た。

武蔵新城



協力会社さん一覧

・今野工業株式会社
・株式会社ジーアシスト
・有限会社シブヤ
・株式会社KGM
・有限会社真留真製作所
・日崎工業株式会社
・旭光通信システム株式会社
・株式会社和興計測
・株式会社福田商店
・有限会社相和シボリ
・株式会社松本製作所
・株式会社ナベセイ
・株式会社三興製作所
・ヘッドライナー株式会社
・株式会社SKLO
・ドットオリーブ
・株式会社半ざむ

HORIZONの店舗には上代工業の商品だけではなく、仲間の
会社も協力して盛り上げてくれています。
うちもオリジナル商品を作ってみたい！という方いましたら
お待ちしております。



 

 

 町内会や組合、地域のローカルコミュニテ

ィはその地域の HUB（情報、コミュニケーシ

ョンの中継地点）としての機能を持ち、今日

まで『地域の問題解決、地域経済の活性化、

伝統と文化の継承』を担って来ました。 

 この『地域の問題解決、地域経済の活性

化、伝統と文化の継承』と言うワードは近年

より耳にするテーマではないでしょうか？DX

と呼ばれる取り組みの本質は町内会、組合が

昔から行ってきた、リアリティ・トランスフォーメーションとも言える活動をデジタル

化していく事にあると考えています。 

◆なぜ今デジタル化が必要なのか。 

ついに去年、全ての自治体で人口減少の波がやってきました。公共施設管理計画によ

れば、川崎市も今後公共サービスの縮小が求められていくと試算されています。この流

れは最早止める事が出来ず、これまで出来ていた事が出来なくなる時代。取捨選択をす

る時代へと入っていきます。その中で、少ない人員で効率よくサービスを継続する為に

は既存業務のデジタル化による人員コストの削減

と効率化は必要不可欠となっていきます。 

 私達は正に情報化と言う狭間で揺れる最初で最

後の世代であり、未来の担い手へ日本のものづく

りコミュニティを残していけるよう。電子化を進

めて行ければと思っています。 

 

下野毛ポータルサイト

作成者
この見出しのバランスが気になる。
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匠の製作している時の画面。進捗状況を追う事が出来るようになっており、記事待ち。編

集、完了などを一目で把握する事が出来る。 

 

ポータルサイトは難しい考え方ではなく、日々の業務をサイト上で行う事で、そこでやり

取りされる情報を『マネジメント』『情報管理』『自動化』として再利用する仕組みです。従

来これらは個人で抱えてしまうと、俗人化し共有を難しくしていました。 

記事：上代工業 

ポータルサイト 活用方法 

 



川崎ものづくりフェア 【活動報告】

川崎ものづくり実行委員会主催の「川崎ものづくりフェア」が8月12日(土)に等々力
陸上競技場の場外イベント広場で開催されました。
「川崎ものづくりフェア」とは市内の工業団体が参加し”ものづくり“の魅力と取り組
みを多くの方に体験していただくイベントです。11回目を迎えた今年のテーマは、
川崎フロンターレの新キャラクター「メーカブー」の誕生祝いです。各工業団体の
体験ブースで、子供達を対象にものづくりの楽しさを伝える為のワークショップを
開催しました。



下野毛工業協同組合のブースでは、メーカブーがデザ
インされたうちわを作るワークショップを開催。取っ
手部分に開いてる穴にネジ切りをしうちわを組み立て
る工程を体験してもらいました。また、うちわ部分の
形状ができるまでの工程（印刷・レーザー加工）の動
画を見て頂きました。
動画↓
https://www.youtube.com/watch?v=jXlHgRx8za4



川崎市は古くからものづくりが盛んな地域であり、多くのものづくりの企業が集まって
いる一方で、都内への交通の利便性が良いため住宅やマンションなどが多く建設されて
いる住工混在エリアです。
経済活動と快適な生活環境が両立した町を実現させるため、今後も川崎市や他の工業団
体と協力してものづくりの魅力や可能性を発信するイベントを盛り上げていければと感
じました。

記者：株式会社ジーアシスト 大山 剛

同時開催のオールニュータンワールドとの
相乗効果もあり当日は多くの来場者様に
足を運んでいただけました。
イベント終了後は工業団体の皆さんと一緒に
川崎フロンターレvsヴィッセル神戸戦を観戦
するなどコロナ禍を乗り越えての久し振りに
明るく楽しい大盛り上がりの一日でした。



 

 

  

 

 １１月の下旬だというのにとても暖かくイベント日和の中、参加企業 10 社で開催しました。 

(ジーアシスト、三和クリエーション、トワダ、KGM、今野工業、上代工業、麻生塗工所、焼結合金

加工、上田製作所、ダイコー精機製作所) 

新しい取り組みにもチャレンジしました。 

〇予約サイトの立ち上げ管理(焼結合金加工 横山さん) 

〇障がい者就労体験(川崎市健康福祉局) 

〇リアルものか(川崎市経済労働局 武田さん) 

〇キッチンカー出店 上代工業前 3 店舗(ソーキそば、焼き肉丼、焼き芋) 

〇スタッフ T シャツ＆トレーナー製作 

 

 今回は４月から組合会館で毎月打ち合わせを行いました。 

2023.11.23第 7 回オープンファクトリー 



来年市政 100 周年イベントがあるので今年は来年に照準を合わせて準備していく予定でした

が、打ち合わせを重ねていくうちにいろいろなアイデアが出てきてギリギリまで企画の妥協は

しませんでした。予約に関しては、QR コードから登録出来るシステムを構築しました。 

 私は良いアイデアを出せませんでしたが、メンバーの意見に感心していました。さすが仕事や

遊びも、ものづくりのプライドを持っている仲間だと思いました。 

 予約開始から２日間で８割は埋まる状況でしたが、当日体験が出来る企業もありそこで参加

した子どもはもちろんですが、親御さんも付き添いではなく自分たちも体験を楽しんでいる様

子でした。  



 

 

 

 

 なんと言ってもリアルものかに扮した武田さんとふろん太くんのコラボでイベントを華やかに

してくれました。一緒に記念撮影を頼まれて大忙しだったと思います。 

キッチンカーの出店もお祭り感が出て盛り上がり、近所の方も買っていました。少しお話させ

て頂きましたが、隔年で開催するイベントのことを近隣の方が認知されていることが嬉しく思

いました。 

  

今野工業さんからの感想 

今野工業では、オープンファクトリーに手作業によるへら絞りの実演をしました。 

へら絞りの工程を見ていただき、完成した手のひらサイズの小物入れを、ご来場いただい

た方々にプレゼントしました。 

そして自社制作の燻製器等、製品展示の方も実施しました。 

ステンレスの素材の形が変わっていく時は歓声が上がったりと熱心にご清聴いただき、多

くの方々にご来場いただきましたが怪我も無く無事に終わる事が出来て良かったと思い

ます。 

 

私が感じたことは、参加企業の従業員の方もイベントの意味を理解してくれていて真剣に工場

の説明をしていました。スタッフ側も準備など時間に余裕はありませんでしたが、愉しむ気持

ちで取り組んでいけたらと思います。 

 市政 100 周年イベントの方向性はこれからになりますが、会員企業様と連携し、住宅と工業

地域が共存していける企画を継続したいですね！！ 
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記事：実行委員長 (有)シブヤ 渋谷 薫 



 

 

 〈参加団体〉 

川崎北工業会、高津工友会、下野毛工業協同組合、川崎中原工業会、大川町産業振興連絡会青年

部、二水会、神奈川県情報サービス産業会、スタートアップ、大森工場会、川崎青年会議所、川崎氏

産業振興財団、川崎市 

 

 川崎合同青年部会に参加してきました。１部、２部、３部構成で行われ、参加人数は総勢 130 人に

上り大変に盛り上がるものでした。川崎、はたまた日本、世界へ、と言ったら大袈裟になってしまう

でしょうか。いやいや、そんなことを予感させるような、うねりのようなエネルギーを感じさせられ

たイベントでした。私は実行委員会の準備から参加したので、その辺りも少し触れていきます。 

 始まりは、川崎北工業会、高津工友会、下野毛工業協同組合、川崎中原工業会の青年部が北部４

団体交流会を行っていたものがこのイベントの前進になります。様々なイベント等での交流を重ね、

４団体の繋がりは深くなっていきました。しかし南部とはなかなか関わる機会に恵まれずにいまし

た。そんな中、「やろう」という何気ない言葉から、各団体の代表者が月 1 の会議を重ね一年弱の準

備期間を要し、ついに南と北が一同に会する【川崎合同青年部会】が実現することとなりました。

『南北統一』です。話が進むにつれ川崎 7 団体、スタートアップ、大森工場会、行政を巻き込み大き

な流れになっていきました。 

 

第１部は、我が組合の理事長、手塚健一郎の講演会です。当組合が数年に渡り取り組んできた【地域

連携 BCP『下野毛 style』】の公演です。下野毛 Style は、各方面からの評価も高く、理事長は何

度も講演を依頼されています。この川崎合同青年部会でもお話頂きました。理事長のプレゼン能力

による所もありますが(笑)内容も興味深く聞いて頂いた様子でした。 
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第２部は、各団体の活動プレゼンテーションを含む大交流会です。すごい盛り上がりでした。始まるや

否やあちらこちらで名刺交換、自社の近況の話や業界のこれからの展望『こんなことをやってみたい

んだが、あんなことは出来るのか』と熱のこもった会話が各テーブルで行われていました。そして各

団体の持ち時間５分のプレゼン、どの団体も時間が足りないボリュームのある活動内容で勉強になり

ました。これはまだまだ続きのあるイベントになりそうだと感じました。 

 

第 3 部は本当の無礼講。本来この辺りでぐっと人数も減るところですが、なんと８０人越えの大所

帯。ここは実際に体験してもらわないとお伝えするのが難しい大盛り上がりでした。 

 

今回準備から参加しましたが、実行委員会に２０代３０代の若い方が多く参加してくれていることに

少しの驚きと頼もしさや力強さを感じました。さらに業界の枠に囚われることなく(神奈川県情報

サービス産業会が参加)様々な分野、業界との交流が大切で、ここから新たなイノベーションが生ま

れるのだと。元気のある人や企業がたくさんいて、それを繋ぐ場所を創る。川崎合同青年部会が、

そんな新しい物を作っていく土台になっていく様なイベントになれたらと思いました。 

 イベント終了後から『次はいつやるんだ』『すでに新しい仕事が始まっている』という話が上がって

きています。今回は都合が付かず参加出来なかった方、次回は是非ご一緒して楽しみましょう。そし

て一緒に何かを見つけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記者：桜井製作所 櫻井 秀一 

川崎合同青年部会 


	匠第
	イタリアン『Liberta』
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	『HORIZON』 アウトドアショップ
	スライド番号 5

	匠第
	川崎ものづくりフェア
	スライド番号 2
	スライド番号 3


